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    γゴ（n）＝xゴ（τ是）十”（n），
      ～＝1，2，．．．，〃，々＝1，2，．．、，τ，
      γ｛（n）：T。時点に於けるゴ番目のカテゴリの占有率のデータ，
      Xl（7「・）l n時点に於ける～番目のカテゴリの占有率のト’レソト，
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生存時間分布関数の推定とベイズモデル
統計数理研究所鎌倉稔成
 1．はじめに
 生存時問分析は，医学・薬学および信頼性工学の分野において，近年，急速に脚光を浴びつ
つある統計的手法の1つである．とりわけ，Cox（1972）の開発した比例ハザードモデルは，背
景因子などの共変量と寿命分布の関係を評価する標準的な方法になりつつある．統計解析の大
きな目的の1つは，解析の対象とする集団になんらかの意味で同質性を仮定して，集団全体を
支配している確率法則である寿命分布に対する情報を得ることにある．寿命分布の推定は通常
の分布関数の推定と同様にして行われるが，大きく異なるのは，打ち切りを含む標本を対象と
する点にある．経験分布に打ち切りデータを含む形で一般化したものにKap1an and Meier
（1958）のProduct－1imit estimateがある．これは普通Kap1an－Meierの推定量と呼ばれ，生存
時間分析の基本となるものである．
 今，寿命データがm個観測され，m個のペアー（ル，δゴ）（ゴ＝1，．．．，m）で表されるものとすれ
